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どこが凄い 目指す未来

あなたの“聞こえ”を測ります
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Biological measures for auditory experience

～生体反応に現れる音の知覚世界～
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「今、どのように聞こえているの
か」を、聞いている本人以外が推し
量ることはできるのでしょうか？
私たちは、様々な生体反応を調べる
ことにより、本人の主観的な報告に
よらずに、聞こえ方を「客観尺度」
で評価する方法を考案し、知覚メカ
ニズムの解明を進めてきました。

今どのように聞こえているのか？
どのくらい注意を向けているか？
聞こえないふりをしていないか？
といった、これまでは、本人に聞か
なければわからないことが、この客
観尺度で調べられるようになってき
ました。大きな音から耳を保護する
聴覚の仕組みも見えてきました。

その人ごと、その時ごとに変わる
「聞こえ方」を測ることができれば、
聞きやすい、心地よい音を状況に合
わせて提示することもできるでしょ
う。また、既存の聴覚検査でとらえ
ることのできなかった様々な「難
聴」を診断・補聴することも可能に
なるでしょう。
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瞳孔径（注意や覚醒に関わる青斑核と呼ばれる脳部
位の活動を反映）が、知覚的に顕著な音（注意をひ
きつける音）に対して広がることがわかりました。

同じ音を聞いても、その時々で聞こえ方が変わること
があります。脳波の一種である聴性脳幹反応をとらえ
ることにより、この聞こえ方に対応した活動が、脳幹
という「低次」な処理段階ですでに起こっていること
がわかりました。

大きな音からセンサとなる細胞を保護する機能を
耳音響放射 （耳から出る音）をたよりに推定しま
した。保護機能の強弱から、個人の騒音性難聴に
対するリスクを予測できることがわかりました。
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「聞こえないふり」ができ
ない聴力検査方式を考案し
ました。

光に合わせてリズムを刻むタッピング運動では、光と時間的にずれた音が
呈示されると、音につられて時間精度が低下します。この現象を利用して、

音につられる運動
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